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はじ
め
に
寶
壺
山
願
勝
寺
（
徳
島
県
美
馬
市
美
馬
町
願
勝
寺
）
は
、
行
基
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
真
言
宗
御
室
派
の
大
寺
で
あ
る
。
当
寺
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
文
献
が
約
四
五
〇
点
、
一
二
〇
〇
冊
（
帖
）、
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
文
献
が
約
五
七
〇
点
、
六
九
〇
冊
（
帖
）
伝
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
献
は
、
願
勝
寺
代
々
の
住
持
や
そ
の
弟
子
僧
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
読
み
込
ま
れ
た
文
献
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
学
習
材
で
あ
り
学
習
記
録
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
代
々
の
住
持
の
中
か
ら
、
現
蔵
文
献
中
に
多
く
の
文
献
を
遺
し
て
い
る
中
興
十
六
世
の
義
剛
上
人
、
二
十
世
の
快
明
上
人
、
二
十
一
世
の
快
淵
上
人
を
取
り
上
げ（
注
1
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
本
を
資
料
と
し
、
各
人
の
書
写
活
動
に
つ
い
て
、
年
次
を
追
っ
て
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
書
写
活
動
の
場
所
や
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
書
写
本
の
内
容
分
析
と
比
較
を
通
し
て
、
願
勝
寺
に
お
け
る
文
献
の
蓄
積
が
、
そ
の
後
の
僧
侶
の
修
学
に
影
響
を
与
え
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
所
持
本
の
内
容
を
視
野
に
加
え
、
三
人
の
修
学
実
態
の
解
明
を
試
み
る
。
一
義
剛
上
人
の
修
学
と
書
写
・
所
持
本
願
勝
寺
中
興
十
六
世
の
義
剛
上
人
に
つ
い
て
は
、
十
五
世
の
義
応
法
印
が
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
五
月
に
遷
化
し
て
い
る（
注
2
）こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
に
願
勝
寺
住
持
を
嗣
ぎ
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
七
月
晦
日
に
遷
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
注
3
）程
度
で
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。
願
勝
寺
伝
存
文
献
に
は
、
義
剛
上
人
の
書
写
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
文
献
と
し
て
五
六
点
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
、
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
文
献
四
六
点
に
つ
い
て
、
書
写
年
代
ご
と
に
配
列
し
た
う
え
で
、
誰
の
本
を
基
に
転
写
し
た
の
か
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
以
下
に
は
、
誰
の
本
を
基
に
し
た
の
か
を
示
し
、
↓
の
後
に
、
文
献
名
、
冊
（
帖
・
卷
）
数
、
所
在
を
掲
げ
、《
》
内
に
書
写
さ
れ
た
日
を
記
し
た
。
誰
の
本
を
基
に
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
書
写
の
日
付
の
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
は
？
で
示
し
た
）。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
二
月
？
↓
『
供
養
法
略
法
則
』
一
冊
（
1
箱
32
）《
一
八
日
》
一
〇
月
？
↓
『
傳
法
灌
頂
初
後
夜
教
授
作
法
』
一
冊
（
2
箱
51
）《
一
三
日
》
一
二
月
見
心
↓
『
三
摩
耶
戒
初
後
夜
折
式
（
金
剛
界
）』
一
帖
（
8
箱
10
）《
二
五
日
》
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
？
月
見
心
↓
『
傳
法
灌
頂
誦
經
導
師
作
法
』
一
帖
（
2
箱
40
）《
？
》
一
月
？
↓
『
傳
法
灌
頂
蓋
幡
事
』
一
冊
（
2
箱
18
）《
？
日
》
『
傳
法
灌
頂
金
剛
界
式
幸
聞
記
』
一
冊
（
2
箱
22
）《
？
日
》
『
傳
法
灌
頂
胎
藏
界
式
幸
聞
記
』
一
冊
（
15
棚
42
）《
？
日
》
『
密
宗
諸
法
會
儀
則
』
三
冊
（
7
箱
8
）《
？
日
》
見
心
↓
『
三
摩
耶
戒
初
後
夜
折
式
（
胎
蔵
界
・
受
者
作
法
）』
二
帖
（
8
箱
10
）
《
？
日
》
寶
壺
山
願
勝
寺
に
お
け
る
僧
侶
の
修
学
と
書
写
・
所
持
文
献
―
―
義
剛
上
人
・
快
明
上
人
・
快
淵
上
人
を
取
り
上
げ
て
―
―
原
卓
志
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
寶
壺
山
願
勝
寺
義
剛
上
人
快
明
上
人
快
淵
上
人
修
学
）
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『
灌
頂
』
一
帖
（
1
箱
212
）《
？
日
》
『
教
授
作
法
』
一
帖
（
2
箱
40
）《
？
日
》
『
供
養
法
略
法
則
圖
解
』
一
冊
（
1
箱
54
）《
？
日
》
『
五
色
加
持
』
一
帖
（
1
箱
211
）《
？
日
》
『
五
瓶
加
持
』
一
帖
（
3
棚
14
）《
？
日
》
『
金
剛
界
』
一
卷
（
8
箱
15
）《
？
日
》
『
胎
藏
界
』
一
卷
（
8
箱
16
）《
？
日
》
『
三
寶
院
灌
頂
式
羯
磨
文
説
』
一
冊
（
1
箱
51
）《
？
日
》
『
三
摩
耶
戒
儀
式
』
一
帖
（
12
棚
1
）《
？
日
》
『
誦
經
表
白
』
一
帖
（
3
棚
22
）《
？
日
》
『
承
仕
進
退
事
』
一
帖
（
9
箱
9
）《
？
日
》
『
大
阿
闍
梨
受
者
加
持
作
法
』
一
帖
（
1
箱
61
）《
？
日
》
『
傳
法
灌
頂
教
授
作
法
』
一
冊
（
1
箱
55
）《
？
日
》
『
傳
法
灌
頂
三
摩
耶
戒
體
』
一
卷
（
8
箱
18
）《
？
日
》
『
傳
法
灌
頂
壇
行
事
用
意
教
授
要
略
』
一
帖
（
17
棚
34
）《
？
日
》
『
曼
供
表
白
』
一
帖
（
1
箱
210
）《
一
三
日
》
『
曼
供
法
則
』
一
帖
（
1
箱
209
）《
一
三
日
》
『
曼
荼
羅
供
略
記
』
一
帖
（
6
箱
3
）《
一
三
日
》
興
雄
（
見
心
）
↓
『
結
縁
灌
頂
教
授
進
退
』
二
通
（
9
箱
8
）《
晦
日
》
栄
鑁
↓
『
灌
頂
部
私
目
録
」
一
冊
（
13
棚
12
）《
？
日
》
栄
伝
↓
『
行
法
肝
葉
抄
』
二
冊
（
15
棚
13
、
20
棚
22
）《
？
日
》
尭
辨
↓
『
結
縁
灌
頂
三
摩
耶
戒
作
法
金
剛
界
』
一
卷
（
8
箱
17
）《
？
日
》
『
結
縁
灌
頂
三
摩
耶
戒
作
法
胎
藏
界
』
一
卷
（
8
箱
19
）《
？
日
》
義
剛
↓
『
野
金
抄
』
一
冊
（
17
棚
45
）《
？
日
》
『
野
胎
抄
』
一
冊
（
17
棚
44
）《
？
日
》
『
野
道
抄
』
二
冊
（
17
棚
43
）《
？
日
》
憲
秀
↓
『〔
幸
心
方
〕灌
頂
道
具
寸
法
』
一
冊
（
2
箱
3
）《
二
五
日
》
宥
雅
↓
『〔
幸
心
方
〕灌
頂
道
具
目
録
』
一
冊
（
2
箱
4
）《
二
五
日
》
二
月
？
↓
『
結
縁
灌
頂
記
録
』
一
冊
（
17
棚
40
）《
？
日
》
『
結
縁
灌
頂
式
傳
授
記
』
一
冊
（
1
箱
52
）《
？
日
》
見
心
↓
『
結
縁
灌
頂
作
法
』
一
冊
（
1
箱
53
）《
？
日
》
『
結
縁
灌
頂
初
夜
作
法
』
一
冊
（
2
箱
19
）《
？
日
》
『
結
縁
灌
頂
小
阿
闍
梨
作
法
』
二
冊
（
1
箱
203
）《
六
日
》
栄
鑁
↓
『
立
燈
炷
形
』
一
通
（
3
棚
12
）《
？
日
》
真
明
↓
『
護
身
法
口
決
并
九
事
印
儀
』
一
冊
（
20
棚
19
）《
？
日
》
南
山
三
宝
院
御
本
↓
『
傳
法
灌
頂
三
摩
耶
戒
作
法
』
一
冊
（
10
棚
1
）《
？
日
》
一
〇
月
？
↓
『
三
寶
院
傳
法
灌
頂
聞
書
』
五
冊
（
1
箱
46
、
2
箱
75
、
2
箱
90
）《
？
日
》
義
剛
上
人
の
書
写
本
に
は
、
書
写
年
代
と
誰
の
本
を
基
に
転
写
し
た
の
か
と
い
う
点
で
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
、
書
写
年
代
に
お
い
て
は
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
か
ら
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
二
月
ま
で
の
間
に
書
写
さ
れ
た
も
の
に
集
中
し
て
お
り
、
四
五
点
に
及
ぶ
。
特
に
寛
政
七
年
の
一
月
に
は
三
四
点
、
二
月
に
は
八
点
の
書
写
が
確
認
で
き
、
こ
の
二
ヶ
月
間
に
大
部
分
の
文
献
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
誰
の
本
を
基
に
し
て
転
写
し
た
の
か
を
見
る
と
、
見
心
の
本
を
転
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
文
献
が
二
四
点
で
あ
り
、
約
半
数
が
見
心
の
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
見
心
は
高
野
山
南
谷
の
成
蓮
院
の
住
持
で
あ
り（
注
4
）、
伝
存
本
の
奥
書
か
ら
三
宝
院
流
（
憲
深
方
）
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
掲
げ
る
『
三
摩
耶
戒
初
後
夜
折
式
』
三
帖
（
8
箱
10
）
は
、「
三
摩
耶
戒
初
後
夜
折
式
〔
勝
覺
／
三
幸
〕
三
卷
」
と
墨
書
さ
れ
た
帙
に
収
め
ら
れ
た
折
本
三
帖
で
あ
る
。
そ
の
第
一
帖
「
金
剛
界
」、
第
二
帖
「
胎
蔵
界
」
に
は
卷
尾
に
「
三
寶
院
權
僧
正
御
作
也
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
奥
書
・
墨
書
が
あ
る
。
○
『
三
摩
耶
戒
初
後
夜
折
式
（
金
剛
界
）』（
8
箱
10
）
〈
奥
書
〉（
前
略
）
延
享
五
戊
辰
五
月
中
旬
眞
源
遮
梨
之
以
／
御
本
書
写
了
沙
門
實
際
天
明
九
年
己
酉
正
月
廿
四
日
以
實
際
写
得
／
之
本
写
之
了
成
蓮
院
阿
遮
梨
見
心
寛
政
六
甲
寅
十
二
月
廿
五
日
以
見
心
／
阿
遮
梨
御
本
書
写
挍
功
了
／
義
剛
〈
墨
書
〉「
義
剛
」（
表
紙
）
○
『
三
摩
耶
戒
初
後
夜
折
式
（
胎
蔵
界
）』（
8
箱
10
）
〈
奥
書
〉（
前
略
）
延
享
五
載
戊
辰
孟
夏
中
旬
眞
源
阿
闍
梨
／
之
以
御
本
写
功
訖
沙
門
實
際
／
「
朱
挍
畢
」（
朱
）
天
明
九
己
酉
年
正
月
廿
五
日
以
實
際
之
本
写
／
之
畢
幸
心
末
資
見
心
五
十
一
寛
政
七
卯
年
正
月
日
以
右
御
本
写
挍
功
了
／
義
剛
原 卓 志
―３２９―
〈
墨
書
〉「
義
剛
」（
表
紙
）
ま
た
、
第
三
帖
「
受
者
作
法
」
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
・
墨
書
が
あ
る
。
○
『
三
摩
耶
戒
初
後
夜
折
式
（
受
者
作
法
）』（
8
箱
10
）
〈
奥
書
〉
享
保
十
三
年
戊
申
春
三
月
謄
寫
之
了
／
幸
心
院
流
末
眞
源
天
明
三
年
癸
卯
十
月
廿
五
日
写
得
之
見
心
寛
政
七
乙
卯
年
正
月
日
以
右
御
本
写
挍
功
了
／
義
剛
〈
墨
書
〉「
義
剛
」（
表
紙
）
『
三
摩
耶
戒
初
後
夜
式
』
は
醍
醐
寺
三
宝
院
開
祖
勝
覚
の
著
作
で
あ
り
、
三
宝
院
流
の
聖
教
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
義
剛
上
人
は
、
三
宝
院
流（
憲
深
方
）
の
伝
法
潅
頂
に
関
わ
る
聖
教
を
見
心
の
書
写
本
か
ら
転
写
し
て
い
る
。
義
剛
上
人
が
、
寛
政
六
年
末
か
ら
七
年
二
月
に
か
け
て
、
集
中
的
に
見
心
の
本
を
転
写
し
て
い
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
高
野
山
に
遊
学
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
結
縁
灌
頂
教
授
進
退
』
二
通
（
9
箱
8
）
は
、「
結
縁
灌
頂
教
授
進
退
」
と
墨
書
さ
れ
た
包
紙
に
、「
教
授
進
退
」「
結
縁
灌
頂
小
壇
略
作
法
」
と
題
さ
れ
る
二
通
が
包
ま
れ
る
。
そ
の
う
ち
「
教
授
進
退
」
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
り
、
寛
政
七
年
一
月
末
に
高
野
山
で
興
雄
（
見
心
の
旧
名
）
書
写
本
か
ら
転
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
『
結
縁
灌
頂
教
授
進
退
（
教
授
進
退
）』（
9
箱
8
）
〈
奥
書
〉「
安
永
二
巳
歳
九
月
中
旬
以
成
蓮
院
眞
源
闍
梨
之
／
御
本
寫
之
智
天
」（
朱
）
吾
先
師
眞
源
所
持
本
去
九
月
十
九
日
焼
亡
故
／
以
智
天
傳
寫
之
本
寫
之
了
成
蓮
院
興
雄
／
安
永
四
乙
未
年
二
月
五
日
也
寛
政
第
七
龍
集
乙
卯
年
正
月
晦
日
於
南
山
／
以
右
興
雄
阿
闍
梨
御
書
寫
焉
畢
／
義
剛
ま
た
、
次
に
掲
げ
る
『
傳
法
灌
頂
三
摩
耶
戒
作
法
』
一
冊
（
10
棚
1
）
の
奥
書
か
ら
も
、
寛
政
七
年
二
月
に
南
山
三
宝
院
の
蔵
書
を
基
に
転
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
義
剛
上
人
が
こ
の
時
も
高
野
山
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
○
『
傳
法
灌
頂
三
摩
耶
戒
作
法
』（
10
棚
1
）
〈
奥
書
〉（
前
略
）
享
保
九
歳
次
甲
辰
晩
秋
下
旬
以
城
州
宇
治
／
恵
心
院
良
純
大
徳
所
持
之
本
令
大
法
師
空
／
曉
写
取
了
金
剛
佛
子
眞
源
三
十
六
「
同
年
十
月
朔
日
写
本
對
挍
了
右
書
注
異
本
／
者
乃
酉
酉
報
恩
院
本
而
安
養
院
僧
正
運
助
／
所
對
挍
也
」（
朱
）
寛
政
七
乙
卯
二
月
日
以
南
山
三
宝
院
御
本
／
写
挍
功
畢
金
剛
佛
子
義
剛
さ
て
、
高
野
山
遊
学
中
に
義
剛
上
人
が
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
本
は
、
見
心
の
も
の
以
外
に
次
の
僧
侶
の
本
が
あ
る
。
義
剛
…
三
点
栄
鑁
…
二
点
尭
辨
…
二
点
栄
伝
…
一
点
憲
秀
…
一
点
真
明
…
一
点
宥
雅
…
一
点
こ
の
う
ち
、
尭
辨
・
栄
伝
・
宥
雅
の
三
人
に
つ
い
て
は
、
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、『
結
縁
灌
頂
三
摩
耶
戒
作
法
金
剛
界
』（
8
箱
17
）
の
奥
書
「
寶
暦
十
三
癸
未
夏
五
月
借
求
南
山
南
谷
成
蓮
院
眞
源
／
上
綱
御
本
同
於
地
藏
院
會
下
寫
得
之
畢
照
純
房
堯
辨
三
十
七
」、『
行
法
肝
葉
抄
』
卷
中
（
20
棚
22
）
の
奥
書
「
延
享
三
龍
次
丙
寅
冬
十
一
月
中
旬
於
高
野
山
／
西
院
谷
櫻
池
會
下
染
毫
之
者
也
／
大
法
師
榮
傳
春
秋
三
十
三
」
か
ら
、
尭
辨
と
栄
伝
が
そ
れ
ぞ
れ
高
野
山
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
栄
鑁
・
憲
秀
に
つ
い
て
は
、
次
の
奥
書
か
ら
い
ず
れ
も
高
野
山
に
居
住
し
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（
注
5
）。
《
栄
鑁
…
南
山
北
室
院
》
○
『
立
燈
炷
形
』（
3
棚
12
）
〈
奥
書
〉
寛
政
七
乙
卯
二
月
日
以
北
室
院
榮
鑁
師
御
本
写
了
／
義
剛
《
憲
秀
…
南
山
総
持
院
》
○
『〔
幸
心
方
〕灌
頂
道
具
寸
法
』（
2
箱
3
）
〈
奥
書
〉
右
道
具
寸
法
等
以
水
本
道
場
御
本
寫
之
／
本
雖
切
紙
恐
散
失
私
集
記
／
惣
持
院
／
憲
秀
寛
政
七
乙
卯
歳
正
月
廿
五
日
以
惣
持
院
憲
秀
御
本
／
書
写
之
了
義
剛
義
剛
の
書
写
本
か
ら
は
、
三
宝
院
流
の
聖
教
（『
四
度
口
訣
』）
で
あ
る
『
野
金
抄
』
一
冊
（
17
棚
45
）、『
野
胎
抄
』
一
冊
（
17
棚
44
）、『
野
道
抄
』
二
冊
（
17
棚
43
）
の
三
点
を
転
写
し
て
い
る
。
そ
の
奥
書
か
ら
は
居
住
し
た
場
所
等
の
情
報
は
得
ら
れ
な
い
が
、『
野
胎
抄
』
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
に
六
十
八
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
『
野
胎
抄
』（
17
棚
44
）
〈
奥
書
〉
宝
暦
九
卯
正
月
廿
日
以
海
隆
闍
梨
本
轉
寫
畢
／
佛
性
戒
比
丘
六
十
八
老
義
剛
寛
政
七
乙
卯
年
正
月
日
以
右
御
本
写
挍
功
了
／
義
剛
こ
の
年
齢
に
注
目
す
る
と
、「
佛
性
戒
比
丘
六
十
八
老
義
剛
」
は
、
正
興
庵
（
現
在
の
鳴
門
市
撫
養
町
の
正
興
寺
）
二
世
で
あ
る
寂
門
義
剛
和
尚
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
寂
門
義
剛
和
尚
は
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
十
二
月
に
四
十
三
歳
で
正
興
庵
二
世
と
な
り
、
宝
暦
七
寶壺山願勝寺における僧侶の修学と書写・所持文献 ――義剛上人・快明上人・快淵上人を取り上げて――
―３３０―
（
一
七
五
七
）
年
に
職
を
三
世
戒
琳
浄
光
和
尚
に
譲
っ
た
。
正
興
庵
住
持
の
頃
か
ら
住
持
を
退
い
た
後
も
、
阿
波
の
各
地
で
潅
頂
の
阿
闍
梨
を
務
め
、
多
く
の
僧
侶
に
安
祥
寺
流
・
中
院
流
・
三
宝
院
流
の
伝
授
を
行
い
、
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
五
月
、
七
十
六
歳
で
遷
化
し
た（
注
6
）。
寂
門
義
剛
和
尚
の
年
齢
は
宝
暦
九
年
に
六
十
八
歳
で
あ
り
、「
佛
性
戒
比
丘
六
十
八
老
義
剛
」
の
年
齢
と
符
合
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
義
剛
上
人
が
寂
門
義
剛
和
尚
の
書
写
本
を
転
写
し
た
と
す
れ
ば
、
ど
こ
で
転
写
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
寛
政
七
年
一
月
の
数
日
間
、
阿
波
に
帰
っ
て
正
興
庵
あ
た
り
で
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
寂
門
義
剛
和
尚
の
書
写
本
が
高
野
山
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
真
明
の
書
写
本
か
ら
転
写
し
た
『
護
身
法
口
決
并
九
事
印
儀
』（
20
棚
19
）
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
○
『
護
身
法
口
決
并
九
事
印
儀
』（
20
棚
19
）
〈
奥
書
〉
慶
安
四
年
二
月
上
旬
在
江
戸
之
間
書
寫
也
／
醫
王
院
應
遍
寛
政
三
辛
亥
年
正
月
中
旬
於
阿
州
葛
井
寺
／
剛
林
寺
書
写
之
了
／
介
快
翁
同
六
年
甲
寅
十
二
月
阿
州
鶴
嶋
宝
福
寺
主
／
所
持
之
本
借
用
写
之
御
庵
室
真
明
寛
政
七
年
乙
卯
二
月
日
写
之
／
沙
門
義
剛
真
明
の
詳
細
と
と
も
に
、「
應
遍
」「
介
快
翁
」「
剛
林
寺
」「
御
庵
室
」
な
ど
、
本
文
献
の
伝
写
に
関
わ
る
僧
侶
や
寺
院
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
が
、
寛
政
六
年
に
「
阿
州
鶴
嶋
宝
福
寺
主
所
持
之
本
」（
注
7
）を
借
用
し
て
書
写
し
た
と
す
れ
ば
、
真
明
は
阿
波
の
地
で
本
書
を
書
写
し
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
義
剛
上
人
も
本
書
を
阿
波
の
地
で
書
写
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
義
剛
上
人
が
高
野
山
を
去
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
に
は
し
が
た
い
が
、
寛
政
七
年
一
月
に
書
写
し
た
文
献
の
量
に
比
べ
て
、
二
月
に
書
写
し
た
量
が
四
分
の
一
に
も
満
た
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
二
月
の
う
ち
に
は
阿
波
に
帰
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
護
身
法
口
決
并
九
事
印
儀
』
は
、
阿
波
に
帰
っ
て
か
ら
の
書
写
で
あ
る
と
考
え
て
矛
盾
は
な
い
。
以
上
、
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
か
ら
、
義
剛
上
人
の
修
学
実
態
の
一
端
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
書
写
年
代
の
不
明
な
写
本
、
義
剛
上
人
所
持
の
写
本
が
一
〇
点
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
加
行
、
伝
法
潅
頂
、
諸
尊
法
な
ど
事
相
面
に
関
わ
る
聖
教
の
類
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
も
高
野
山
遊
学
時
代
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
《
加
行
関
係
》
『
愚
見
抄
』（
17
棚
42
）
《
伝
法
潅
頂
関
係
》
『
灌
頂
道
場
圖
』（
3
棚
3
）
『
灌
頂
部
傳
受
口
』（
15
棚
36
）
『
三
摩
耶
戒
教
授
作
法
』（
2
箱
2
）
『
傳
法
灌
頂
後
夜
作
法
』（
1
箱
24
）
《
諸
尊
法
関
係
》
『
秘
抄
』（
17
棚
25
）
『
三
寶
院
憲
―
方
傳
授
并
秘
鈔
聞
書
』（
3
棚
21
）
《
そ
の
ほ
か
事
相
関
係
》
『
誦
經
物
帶
結
様
之
形
』（
3
棚
11
）
『
名
香
包
形
受
者
名
香
包
圖
』（
3
棚
2
）
〔
題
未
詳
・
事
相
関
係
書
〕（
1
箱
14
）
義
剛
上
人
は
、
寛
政
六
年
末
か
ら
寛
政
七
年
の
二
月
に
か
け
て
、
高
野
山
に
あ
っ
て
、
三
宝
院
流
（
憲
深
方
）
の
聖
教
の
書
写
（
学
習
）
に
専
念
し
、
多
く
の
写
本
を
願
勝
寺
に
持
ち
帰
っ
た
。遊
学
前
後
の
修
学
に
つ
い
て
は
、そ
の
頃
の
書
写
本
が
ほ
と
ん
ど
遺
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
様
子
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
書
写
活
動
に
関
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
活
発
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
多
く
の
写
本
を
遺
す
こ
と
に
な
っ
た
高
野
山
へ
の
遊
学
は
、
義
剛
上
人
に
と
っ
て
修
学
の
喜
び
に
満
ち
た
充
実
し
た
日
々
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
快
明
上
人
の
修
学
と
書
写
・
所
持
本
中
興
二
十
世
の
徳
淳
房
快
明
上
人
は
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
九
月
二
十
八
日
、
四
十
六
歳
で
遷
化
し
た
こ
と
が
そ
の
位
牌
と
、
伝
存
さ
れ
る
写
本
に
記
載
さ
れ
た
年
齢
か
ら
わ
か
る
が（
注
9
）、
そ
れ
以
上
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
願
勝
寺
に
は
快
明
上
人
の
書
写
し
た
文
献
が
一
五
点
と
、
所
持
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
写
本
六
点
が
現
蔵
さ
れ
る
。
書
写
年
代
の
わ
か
る
も
の
一
四
点
を
年
代
順
に
配
列
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
表
示
方
法
は
第
一
節
と
同
じ
）。
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
【
一
六
歳
】
一
月
？
↓
『
伽
陀
假
博
士
』
一
冊
（
16
棚
22
）《
？
日
》
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
【
二
〇
歳
】
原 卓 志
―３３１―
四
月
孝
運
↓
『
字
觀
』
一
冊
（
1
箱
6
）《
中
旬
》
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
【
二
六
歳
】
六
月
智
幢
↓
『
神
供
壇
圖
神
供
次
第
傳
授
聞
書
』
一
帖
（
4
箱
30
）《
六
日
》
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
【
二
七
歳
】
四
月
智
幢
↓
（
題
未
詳
〈
先
徳
名
字
口
傳
眞
言
院
家
寺
処
〉）
一
冊
（
4
箱
77
）《
二
八
日
》
五
月
智
幢
↓
『
玄
秘
鈔
』
四
冊
（
1
箱
215
、
4
箱
26
、
4
箱
42
）《
二
二
日
〜
六
月
二
八
日
》
八
月
靈
雅
↓
『
諸
尊
要
抄
』
八
冊
（
1
箱
213
、
4
箱
7
、
4
箱
29
、
4
箱
40
）
《
？
日
〜
嘉
永
二
年
六
月
？
日
》
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
【
二
八
歳
】
五
月
靈
雅
↓
『
秘
藏
金
宝
集
』七
冊（
1
箱
214
、
4
箱
8
、
4
箱
9
、
4
箱
41
）
《
二
九
日
〜
七
月
一
八
日
》
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
【
二
九
歳
】
五
月
宥
玄
↓
『
中
院
四
度
長
淳
記
』
一
冊
（
2
箱
8
）《
一
七
日
》
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
【
三
〇
歳
】
十
二
月
？
↓
『
三
種
灌
頂
竝
五
種
三
摩
耶
』
一
冊
（
13
棚
11
）《
？
日
》
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
【
三
一
歳
】
一
月
勝
広
↓
『
金
剛
界
發
慧
抄
』
三
冊
（
15
棚
38
、
2
箱
1
、
2
箱
21
）《
二
日
〜
六
月
二
三
日
》
二
月
智
幢
↓
『
醍
聞
鈔
』
一
冊
（
17
棚
10
）《
二
五
日
・
快
淵
に
書
写
さ
せ
る
》
九
月
『
釋
論
名
目
隨
聞
記
』
一
冊
（
4
箱
10
）《
下
旬
・
能
化
高
野
山
阿
弥
陀
院
隆
僊
》
文
久
四
（
一
八
六
四
）
年
【
四
三
歳
】
一
月
？
↓
『
理
趣
經
愚
解
鈔
（
卷
第
二
）』
一
冊
（
14
棚
40
）《
元
旦
・
補
写
》
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
【
四
四
歳
】
七
月
智
幢
↓
『
午
水
大
事
』
一
帖
（
1
箱
65
）《
二
九
日
》
ま
ず
、
快
明
上
人
の
書
写
活
動
の
時
期
に
つ
い
て
見
る
と
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
か
ら
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
か
け
て
、
充
実
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
義
剛
上
人
の
よ
う
に
短
期
間
に
集
中
し
て
多
数
の
文
献
を
書
写
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
快
明
上
人
が
誰
の
本
を
基
に
転
写
し
た
の
か
に
つ
い
て
見
る
と
、
智
幢
の
写
本
が
五
点
、
霊
雅
の
写
本
が
二
点
、
そ
し
て
勝
広
・
宥
玄
・
孝
運
の
写
本
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
見
ら
れ
る
。
転
写
点
数
の
最
も
多
い
智
幢
に
つ
い
て
は
、『
玄
秘
鈔
』
四
冊
（
1
箱
215
、
4
箱
26
、
4
箱
42
）
の
奥
書
か
ら
、
阿
波
美
馬
郡
（
現
在
の
つ
る
ぎ
町
一
宇
明
谷
）
一
宇
山
西
福
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
『
玄
秘
鈔
』（
1
箱
215
、
4
箱
26
、
4
箱
42
）
〈
卷
一
奥
書
・
4
箱
26
〉
（
前
略
）
維
文
化
六
己
巳
年
八
月
日
書
之
了
／
阿
州
麻
植
郡
山
崎
開
敷
山
現
證
庵
／
小
苾
蒭
慧
嚴
／
「
又
朱
交
了
」（
朱
）
維
文
化
八
辛
未
年
四
月
以
他
筆
令
書
寫
了
／
阿
州
美
馬
郡
小
嶋
村
本
樂
寺
徳
門
天
保
六
年
乙
未
十
一
月
九
日
書
寫
功
了
／
同
国
同
郡
一
宇
山
西
福
寺
／
沙
弥
智
幢嘉
永
元
龍
集
戊
申
五
月
廿
二
日
／
願
勝
寺
現
主
／
快
明
／
寫
之
畢
「
朱
押
紙
等
了
」（
朱
）
ま
た
、『
權
少
僧
正
佐
伯
快
淵
履
歴
』（
第
三
節
に
全
文
を
掲
出
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
八
月
晦
日
に
願
勝
寺
に
お
い
て
、
快
明
上
人
の
弟
子
に
あ
た
る
快
淵
上
人
に
菩
薩
戒
を
授
け
て
い
る
。
快
明
上
人
は
智
幢
か
ら
親
し
く
教
え
を
蒙
り
、
智
幢
の
書
写
し
た
文
献
を
転
写
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
霊
雅
に
つ
い
て
は
、
次
の
奥
書
か
ら
、
東
予
川
之
江
宝
積
寺
住
持
の
英
峯（
注
10
）を
「
師
主
法
師
」
と
呼
び
、
仮
名
を
惠
亮
房
と
称
し
た
僧
侶
で
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
三
十
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
予
宇
摩
郡
寒
川
村
（
現
在
の
四
国
中
央
市
）
の
普
門
院
神
宮
寺
の
住
僧
で
あ
っ
た
が
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
は
、
阿
波
美
馬
郡
の
大
滝
寺
（
現
在
の
美
馬
市
脇
町
）
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
『
秘
藏
金
宝
集
』（
1
箱
214
、
4
箱
8
、
4
箱
9
、
4
箱
41
）
〈
第
十
奥
書
・
4
箱
41
〉
（
前
略
）
享
保
十
五
庚
戌
年
春
從
辨
秀
法
印
傳
授
畢
／
信
源
延
享
四
丁
卯
年
初
夏
從
円
秀
法
印
傳
受
挍
合
了
／
秀
精
天
保
三
辰
二
月
二
日
以
師
主
法
師
英
―
御
本
書
／
写
了
爲
心
覚
高
頂
居
士
樂
順
居
士
追
善
／
耳
東
豫
宇
广
郡
寒
川
普
門
院
／
沙
弥
靈
雅
三
十
四
嘉
永
二
年
己
酉
天
初
秋
十
有
八
日
書
／
寫
了
阿
州
美
馬
郡
郡
里
村
願
勝
寺
住
寶壺山願勝寺における僧侶の修学と書写・所持文献 ――義剛上人・快明上人・快淵上人を取り上げて――
―３３２―
侶
／
法
印
快
明
二
十
八
○
『
諸
尊
要
抄
』（
1
箱
213
、
4
箱
7
、
4
箱
29
、
4
箱
40
）
〈
卷
二
奥
書
・
1
箱
213
〉
建
長
二
年
四
月
十
六
日
賜
極
樂
房
御
本
／
書
写
之
畢
／
求
法
沙
門
顯
成
生
―
廿
二
―
延
享
四
丁
卯
年
七
月
傳
受
挍
合
了
／
秀
精
文
化
四
年
丁
卯
十
月
令
書
写
了
／
宝
積
寺
英
峯
天
保
四
癸
巳
七
月
七
日
書
写
了
／
沙
弥
靈
雅
嘉
永
元
戊
申
八
月
日
令
人
寫
／
願
勝
寺
現
主
法
印
快
明
〈
卷
六
奥
書
・
1
箱
213
〉
（
前
略
）
建
長
二
年
五
月
八
日
賜
極
樂
坊
御
本
／
書
写
了
／
求
法
沙
門
顯
成
生
―
廿
二
―
／
「
挍
合
了
」（
朱
）
延
享
四
丁
卯
年
烹
葵
傳
受
挍
了
／
秀
精
天
保
四
癸
巳
年
七
月
十
二
日
師
主
法
印
以
御
本
／
書
写
功
了
神
宮
寺
住
侶
／
靈
雅
生
―
卅
五
嘉
永
二
歳
在
己
酉
天
五
月
廿
日
書
写
之
了
／
願
勝
寺
住
侶
／
快
明
生
―
廿
八
○
『
傳
法
灌
頂
晝
夜
記
』（
2
箱
12
、
2
箱
25
）
〈
上
卷
奥
書
・
2
箱
12
〉
文
政
五
年
壬
午
二
月
十
一
日
写
畢
妙
嚴
房
英
峯
天
保
十
三
寅
年
七
月
十
日
使
人
書
写
了
／
阿
州
城
北
美
馬
郡
大
滝
寺
／
惠
亮
房
靈
雅
嘉
永
五
壬
子
年
正
月
十
二
日
於
宝
壺
山
之
禪
室
写
之
了
／
同
日
朱
書
等
了
願
勝
寺
資
／
惠
紹
房
快
範
〈
下
卷
奥
書
・
2
箱
25
〉
文
政
五
年
壬
午
春
二
月
仏
涅
槃
日
写
之
畢
宝
積
寺
英
峯
天
保
十
三
寅
年
七
月
十
二
日
写
之
畢
大
滝
寺
靈
雅
嘉
永
四
年
辛
亥
年
十
二
月
廿
三
日
写
之
了
願
勝
寺
資
快
範
生
年
十
九
「
同
五
年
壬
子
正
月
十
二
日
朱
書
等
了
」（
朱
）
勝
広
は
、
次
の
『
金
剛
界
發
慧
抄
』
三
冊
（
15
棚
38
、
2
箱
1
、
2
箱
21
）
の
奥
書
か
ら
、
阿
州
三
好
郡
長
善
寺
（
現
在
の
東
み
よ
し
町
中
庄
）
に
止
住
す
る
僧
侶
で
、
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
に
六
十
一
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
霊
雅
と
同
様
に
宝
積
寺
住
持
の
英
峰
の
書
写
本
を
転
写
し
て
い
る
。
○
『
金
剛
界
發
慧
抄
』
3
冊
（
15
棚
38
、
2
箱
1
、
2
箱
21
）
〈
卷
下
奥
書
・
15
棚
38
〉
（
前
略
）
文
化
五
年
戊
辰
十
二
月
以
他
筆
写
功
了
／
宝
積
寺
住
持
／
金
資
英
峰
文
政
十
一
戊
子
十
月
二
十
六
日
寫
功
畢
／
阿
州
三
好
郡
長
善
寺
閑
居
／
法
印
勝
廣
六
十
有
一
「
十
一
月
三
日
朱
挍
了
」（
朱
）
嘉
永
五
壬
子
六
月
廿
三
日
秋
風
始
入
閑
林
之
日
於
方
室
之
南
書
院
揮
毫
畢
／
願
勝
寺
主
／
快
明
徳
淳
房
卅
一
「
翌
廿
四
日
正
巳
牌
朱
挍
了
」（
朱
）
宥
玄
の
写
本
を
転
写
し
た
『
中
院
四
度
長
淳
記
』
一
冊
（
2
箱
8
）
の
奥
書
か
ら
は
、
宥
玄
が
ど
こ
の
寺
院
に
居
住
し
て
い
た
か
の
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
宥
玄
も
ま
た
霊
雅
・
勝
広
と
同
じ
く
宝
積
寺
住
持
の
英
峰
の
書
写
本
を
転
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
東
予
か
ら
阿
波
北
西
部
に
位
置
す
る
寺
院
の
住
僧
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
○
『
中
院
四
度
長
淳
記
』（
2
箱
8
）
（
マ
マ
）
〈
奥
書
〉
本
云
／
于
時
永
正
參
丙子
年
三
月
廿
八
日
記
之
了
于
時
文
化
六
己
巳
年
秋
九
月
廿
六
日
以
南
山
／
南
院
宝
庫
本
書
写
一
挍
了
／
寶
積
寺
妙
嚴
房
英
峯
天
保
十
三
壬
寅
年
六
月
二
日
書
写
了
／
金
剛
末
子
秀
應
房
宥
玄
嘉
永
三
歳
在
庚
戌
中
夏
十
七
日
書
写
之
了
／
願
勝
寺
幻
住
徳
淳
房
快
明
最
後
に
孝
運
の
本
を
転
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
字
觀
』
一
冊
（
1
箱
6
）
の
奥
書
か
ら
は
、
孝
運
に
つ
い
て
の
情
報
は
得
ら
れ
な
い
が
、
快
明
上
人
が
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
二
十
歳
の
時
に
高
野
山
に
遊
学
し
、
北
室
院
で
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
○
『
字
觀
』（
1
箱
6
）
〈
奥
書
〉
右
此
ノ
一
卷
者
御
室
尊
壽
院
寶
庫
ニ
在
レ
之
予
拝
借
書
二
寫
之
一
了
／
孝
運
判
天
保
十
二
丑
初
夏
中
旬
／
於
于
南
山
北
室
院
槐
林
書
之
畢
／
仏
子
／
徳
淳
房
乞
士
快
明
上
人
の
書
写
し
た
文
献
の
中
で
、
高
野
山
遊
学
時
代
に
書
写
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
一
点
の
み
で
あ
り
、
高
野
山
遊
学
時
期
に
多
数
の
文
献
を
書
写
し
た
義
剛
上
人
と
は
異
な
る
。
原 卓 志
―３３３―
以
上
の
よ
う
に
、
快
明
上
人
の
転
写
の
基
と
な
っ
た
文
献
（
親
本
）
の
持
ち
主
（
書
写
者
）
の
大
部
分
は
、
願
勝
寺
周
辺
地
域
の
寺
院
に
止
住
し
た
僧
侶
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
快
明
上
人
の
書
写
活
動
の
場
は
、
願
勝
寺
あ
る
い
は
、
そ
の
周
辺
地
域
の
寺
院
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
快
明
上
人
の
書
写
し
た
文
献
の
内
容
を
見
る
と
、
主
と
し
て
加
行
、
潅
頂
、
諸
尊
法
な
ど
の
事
相
面
に
関
す
る
文
献
が
多
く
、
義
剛
上
人
の
書
写
し
た
文
献
の
内
容
に
近
い
。
た
だ
し
、
義
剛
上
人
の
書
写
し
た
本
と
重
複
し
て
書
写
し
た
文
献
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
義
剛
上
人
の
場
合
に
は
三
宝
院
流
（
憲
深
方
）
の
文
献
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
快
明
上
人
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
中
院
流
の
聖
教
を
も
書
写
し
て
い
る
。
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
、
三
宝
院
流
で
「
後
三
部
（
後
三
部
鈔
）」
と
呼
ば
れ
る
諸
尊
法
に
関
す
る
聖
教
『
玄
秘
鈔
』『
諸
尊
要
抄
』『
秘
藏
金
宝
集
』（
い
ず
れ
も
実
運
撰
）
を
書
写
し
た
後
、
嘉
永
三
年
に
は
長
淳
の
四
度
次
第
口
訣
で
あ
る
『
中
院
四
度
長
淳
記
』
を
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
宝
院
流
の
伝
授
を
終
え
た
後
、
引
き
続
い
て
中
院
流
の
伝
授
に
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
相
面
の
学
習
に
関
わ
る
写
本
と
は
別
に
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
は
教
相
面
に
関
わ
る
写
本
が
見
ら
れ
る
。
○
『
釋
論
名
目
隨
聞
記
』（
4
箱
10
）
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
墨
書
〉「
嘉
永
五
壬
子
／
九
月
下
旬
」（
表
紙
）
「
食
會
／
徳
淳
房
」（
表
紙
）
「
能
化
高
野
山
阿
弥
陀
院
／
隆
僊
師
」（
表
紙
）
右
は
、
表
紙
の
墨
書
か
ら
嘉
永
五
年
九
月
下
旬
に
高
野
山
阿
弥
陀
院
の
隆
僊
を
能
化
と
し
て
開
講
さ
れ
た
『
釋
論
名
目
』
に
つ
い
て
の
講
伝
を
聴
講
し
た
際
の
聞
書
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
教
相
面
に
関
す
る
学
習
は
、
こ
の
時
期
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、高
野
山
に
遊
学
し
て
い
た
頃
か
ら
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。願
勝
寺
に
は
、
快
明
上
人
の
署
名
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
所
持
し
た
文
献
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
『
釋
摩
訶
衍
論
記
』
六
冊
（
1
棚
3
）、『
釋
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
四
冊
（
1
棚
5
、
2
棚
64
）、『
釋
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
四
冊
（
1
棚
4
）
の
板
本
三
点
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
釋
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
卷
第
一
（
2
棚
64
）
の
表
紙
見
返
に
は
、「
北
室
院
會
下
／
徳
淳
房
」
の
署
名
が
あ
り
、
卷
二
〜
四
（
1
棚
5
）
の
三
冊
、
お
よ
び
『
釋
摩
訶
衍
論
記
』
六
冊
（
1
棚
3
）、『
釋
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
四
冊
（
1
棚
4
）
に
は
「
北
會
／
徳
淳
房
」
の
署
名
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
『
釋
摩
訶
衍
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る
板
本
三
点
は
高
野
山
遊
学
中
に
入
手
し
、
そ
れ
以
来
、
事
相
面
の
学
習
と
平
行
し
て
、『
釋
摩
訶
衍
論
』
に
関
す
る
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
理
趣
經
愚
解
鈔
』
五
冊
（
14
棚
40
）
は
、
卷
一
と
卷
三
〜
五
の
四
冊
は
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
刊
行
の
板
本
で
あ
る
が
、
卷
二
に
つ
い
て
は
文
久
四
（
一
八
六
四
）
年
に
快
明
上
人
が
補
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
久
四
年
に
は
『
理
趣
經
』
に
関
す
る
学
習
も
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
○
『
理
趣
經
愚
解
鈔
』
卷
第
二
（
14
棚
40
）
〈
奥
書
〉
愚
解
鈔
全
本
雖
爲
五
卷
當
院
藏
庫
之
本
四
卷
存
在
而
／
失
於
第
二
之
卷
是
故
所
用
不
爲
予
書
寫
以
補
闕
本
／
焉
魚
魯
之
寫
誤
後
哲
正
之
矣
／
文
久
第
四
甲
子
元
旦
竹
林
閑
房
沙
門
快
明
謄
寫
之
畢
こ
の
奥
書
か
ら
は
、
快
明
上
人
自
ら
の
研
鑽
の
た
め
の
書
写
で
あ
る
と
と
も
に
、
後
学
の
者
た
ち
の
た
め
に
、
基
本
的
な
注
釈
書
（
学
習
材
）
を
願
勝
寺
に
蓄
積
し
よ
う
と
す
る
教
育
者
と
し
て
の
意
図
が
う
か
が
え
る
。
三
快
淵
上
人
の
修
学
と
書
写
・
所
持
本
願
勝
寺
中
興
二
十
一
世
で
あ
る
快
淵
上
人
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
一
年
五
月
に
七
十
五
歳
で
遷
化
し
、
能
書
家
で
松
堂
と
号
し
た（
注
11
）こ
と
の
ほ
か
、『
權
少
僧
正
佐
伯
快
淵
履
歴
』
一
冊
（
6
棚
21
）
に
よ
っ
て
、
か
な
り
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
（
適
宜
、
句
読
点
を
補
い
、
破
損
部
分
は
□
と
す
る
。
行
間
の
注
釈
は
〔
〕
に
包
ん
で
本
行
に
入
れ
た
）。
○
『
權
少
僧
正
佐
伯
快
淵
履
歴
』（
6
棚
21
）
權
少
僧
正
佐
伯
快
淵
履
歴
快
淵
、
阿
波
國
美
馬
郡
重
清
村
、
天
保
五
年
十
月
廿
一
日
夜
出
生
ス
。
父
三
宅
吉
郎
公
次
、〔
幼
名
熊
三
郎
ト
稱
ス
〕
母
ハ
仝
郡
郡
里
村
曽
我
部
平
作
之
女
、
名
ハ
槙
女
ト
稱
ス
。
三
男
五
女
ヲ
生
ス
。
長
女
ヲ
稱
常
。
三
宅
與
右
衛
門
ニ
嫁
ス
。
二
女
ヲ
樂
ト
稱
ス
。
豆
成
鹿
之
助
ニ
嫁
ス
。
長
男
六
郎
ト
稱
ス
。
三
宅
家
ヲ
相
續
ス
。
三
女
ヲ
良
ト
稱
ス
。
二
十
四
載
ニ
シ
テ
死
亡
ス
。
四
女
ヲ
亀
ト
稱
ス
。
吉
村
立
右
衛
門
ニ
嫁
ス
。
五
女
ヲ
辯
ト
稱
ス
。
藤
澤
谷
蔵
ニ
嫁
ス
。
次
男
ヲ
俗
名
熊
三
郎
ト
稱
ス
。
十
四
載
ニ
シ
テ
弘
化
四
年
丁
未
十
月
廿
日
寺
入
、
同
年
十
二
月
朔
日
同
寺
貫
首
法
印
快
明
上
人
ニ
随
ヒ
薙
髪
授
寶壺山願勝寺における僧侶の修学と書写・所持文献 ――義剛上人・快明上人・快淵上人を取り上げて――
―３３４―
戒
シ
、
實
名
ハ
快
淵
、
假
名
寛
淳
ト
稱
ス
。
三
十
載
ニ
シ
テ
文
久
三
年
癸
亥
十
月
三
日
願
勝
寺
ヲ
嗣
住
ス
。
三
男
ヲ
貫
一
ト
稱
ス
。
工
藤
文
左
衛
門
之
養
子
ト
成
ル
。
（
テ
）
・
得
度
弘
化
四
年
丁
未
十
二
月
朔
旦
、
美
馬
郡
々
里
村
願
勝
寺
道
場
ニ
ヲ
イ
ヰ
、
同
寺
貫
首
法
印
快
明
上
人
ニ
随
ヒ
薙
染
授
戒
ス
。
・
菩
薩
戒
嘉
永
三
年
庚
戌
天
八
月
晦
日
、
願
勝
寺
道
場
ニ
ヲ
イ
テ
、
一
宇
山
前
西
福
寺
權
僧
正
智
幢
阿
闍
梨
ニ
授
戒
ス
。
・
傳
法
許
可
灌
頂
嘉
永
四
年
歳
次
辛
亥
四
月
十
一
日
角
宿
日
曜
願
勝
寺
道
場
ニ
ヲ
イ
テ
、
法
印
快
明
ニ
随
ヒ
、
傳
法
許
可
灌
頂
授
受
ス
。
・
傳
法
灌
頂
仝
年
四
月
十
二
日
亢
宿
月
曜
仝
寺
仝
師
ニ
授
受
ス
。
・
□
寂
戒
嘉
永
四
年
辛
亥
天
十
月
廿
六
日
、
三
好
郡
加
茂
野
宮
□
万
念
山
滝
寺
道
場
ニ
オ
ヰ
テ
、
板
野
郡
矢
武
村
莊
嚴
院
主
隆
鎭
阿
闍
梨
ニ
受
ク
。
・
苾
芻
戒
慶
應
四
戊
辰
四
月
十
四
日
申
上
分
、
願
勝
寺
道
場
ニ
オ
ヰ
テ
、
莊
嚴
院
貫
首
旭
隆
應
和
尚
ニ
受
ク
。
（
マ
マ
）
ヒ
チ
一
住
職
文
久
三
癸
亥
十
月
亨
年
三
十
歳
ニ
テ
拝
命
。
明
治
廿
七
年
一
月
辞
職
。
且
ツ
太
ヒ
チ
田
村
万
福
寺
ヲ
兼
務
住
職
〔
明
治
十
七
年
ヨ
リ
廿
七
年
マ
テ
凡
十
一
ケ
年
間
〕。
并
々
京
都
上
御
靈
前
町
京
極
寺
ヲ
兼
務
住
職
ス
〔
同
廿
一
年
頃
ヨ
リ
廿
七
年
迄
〕。
同
卅
年
十
二
月
徳
島
縣
名
東
郡
八
万
村
大
字
下
八
万
村
長
久
寺
ヲ
住
職
ス
。
□
昇
級
（
記
載
な
し
）
□
従
弟
教
育
津
田
昌
淳
、
長
江
快
敬
等
、
凡
十
五
人
。
左
ニ
（
以
下
記
載
な
し
）
一
學
籍
高
野
山
北
室
院
一
興
隆
願
勝
寺
方
丈
庫
裏
大
門
等
、
新
築
或
営
繕
、
凡
三
千
円
。
佛
具
書
籍
凡
三
百
円
。
地
所
地
直
シ
凡
百
円
。
諸
木
植
付
五
十
円
。
田
畑
地
直
シ
買
求
或
ハ
開
拓
四
町
七
反
。
願
勝
寺
に
は
、
快
淵
上
人
の
所
持
し
て
い
た
写
本
一
〇
一
点
が
現
蔵
さ
れ
る
。
内
訳
は
、
快
淵
上
人
自
身
の
書
写
が
確
認
で
き
る
写
本
が
二
六
点
、
他
の
僧
侶
の
書
写
本
を
譲
り
受
け
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
三
二
点
、
快
淵
上
人
の
書
写
し
た
も
の
か
、
譲
り
受
け
た
も
の
か
不
明
（
た
だ
し
快
淵
上
人
所
持
本
で
あ
る
こ
と
が
明
確
）
で
あ
る
写
本
が
四
三
点
で
あ
る
。
書
写
年
代
の
わ
か
る
写
本
を
年
代
順
に
配
列
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
表
示
方
法
は
第
一
節
と
同
じ
）。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
【
二
五
歳
】
五
月
宥
天
↓
『
字
觀
口
決
』
一
冊
（
1
箱
50
）《
二
六
日
》
智
幢
↓
『
阿
字
觀
類
集
』
二
冊
（
1
箱
25
）《
二
九
日
》
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
【
二
七
歳
】
四
月
？
↓
『
密
宗
仏
身
建
立
鈔
』
一
冊
（
14
棚
14
）《
下
旬
》
五
月
？
↓
『
理
趣
經
開
題
同
末
鈔
目
録
』
一
冊
（
14
棚
18
）《
？
日
》
『
理
趣
經
文
前
義
門
分
別
』
一
冊
（
7
棚
32
）《
一
日
》
『
眞
言
名
目
』
一
冊
（
13
棚
15
）《
初
旬
》
『
理
趣
經
文
前
分
別
』
一
冊
（
2
箱
26
）《
下
旬
》
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
【
二
八
歳
】
二
月
觀
道
秀
傳
↓
『
即
身
義
幼
學
鈔
』
一
冊
（
2
箱
106
）《
晦
日
》
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
【
二
九
歳
】
五
月
？
↓
『
出
家
大
意
鈔
』
二
冊
（
6
棚
23
、
9
棚
11
）《
？
日
》
聖
雄
覚
禪
↓
『
即
身
義
科
目
』
一
冊
（
2
箱
47
）《
六
日
》
閏
八
月
聖
雄
覚
禪
↓
『
二
教
論
玄
談
』
一
冊
（
13
棚
7
）《
九
日
》
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
【
三
〇
歳
】
六
月
？
↓
『
悉
曇
字
母
』
一
冊
（
6
棚
25
）《
二
三
日
》
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
【
三
一
歳
】
？
月
『
大
法
事
過
去
帳
』
一
冊
（
14
棚
24
）《
？
日
》
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
【
三
三
歳
】
一
二
月
？
↓
『
磨
光
韻
鏡
』
一
冊
（
2
箱
72
）《
二
二
日
》
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
【
三
九
歳
】
八
月
『
浄
財
喜
捨
法
名
施
主
名
』
一
冊
（
3
箱
51
）《
？
日
》
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
【
四
五
歳
】
五
月
『
授
菩
薩
戒
名
面
簿
』
一
冊
（
6
箱
7
）《
二
四
日
》
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
【
四
七
歳
】
一
一
月
『
正
風
俳
諧
案
方
之
七
名
舞
附
方
々
八
體
并
證
句
』
一
冊
（
13
棚
17
）
《
？
日
》
『
正
風
俳
諧
式
』
一
冊
（
1
箱
31
）《
上
旬
》
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
【
四
八
歳
】
七
月
『
理
趣
經
分
科
』
一
冊
（
2
箱
55
）《
一
日
・
密
惠
和
尚
の
分
科
》
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
【
六
二
歳
】
六
月
『
見
聞
隨
身
録
』
一
冊
（
2
箱
108
）《
一
日
・
聞
書
き
》
『
律
園
清
規
』
一
冊
（
15
棚
3
）《
一
七
日
・
聞
書
き
》
『
隨
聞
記
』
一
冊
（
2
箱
68
）《
二
八
日
・
聞
書
き
》
原 卓 志
―３３５―
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
【
六
七
歳
】
八
月
隆
雄
↓
『
授
菩
薩
戒
儀
』
一
冊
（
15
棚
20
）《
二
二
日
》
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
【
七
〇
歳
】
五
月
？
↓
『
大
師
口
決
』
一
冊
（
2
箱
95
）《
一
〇
日
》
智
賢
↓
『
阿
字
觀
作
法
』
一
冊
（
1
箱
5
）《
五
日
》
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
【
七
三
歳
】
四
月
？
↓
『
理
趣
經
曼
荼
羅
略
圖
理
趣
經
十
七
尊
義
述
』
一
冊
（
2
箱
31
）
《
六
日
》
快
淵
上
人
の
写
本
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
か
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
二
十
五
歳
の
時
の
写
本
を
初
期
の
も
の
と
し
て
、
明
治
三
十
九
年
七
十
三
歳
の
時
の
も
の
ま
で
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生
涯
を
か
け
て
書
写
活
動
を
続
け
る
と
い
う
点
で
は
、
快
明
上
人
と
同
様
の
修
学
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。『
權
少
僧
正
佐
伯
快
淵
履
歴
』
の
「
學
籍
」
欄
に
「
高
野
山
北
室
院
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
快
淵
上
人
も
高
野
山
に
遊
学
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
高
野
山
遊
学
時
代
に
書
写
し
た
文
献
は
確
認
さ
れ
な
い
。
次
に
掲
げ
る
『
阿
字
觀
類
集
』
二
冊
（
1
箱
25
）
は
、
菩
薩
戒
の
師
で
あ
る
一
宇
山
西
福
寺
権
僧
正
智
幢
阿
闍
梨
の
写
本
を
借
り
受
け
て
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
願
勝
寺
に
お
い
て
転
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
○
『
阿
字
觀
類
集
』（
1
箱
2
5
）
〈
奥
書
〉（
前
略
）
茲
歳
傳
受
阿
字
觀
法
則
於
高
野
山
三
宝
院
上
綱
寛
雄
師
了
／
入
寺
旭
靈
天
保
三
壬
辰
年
冬
十
二
月
朔
旦
書
写
了
／
阿
北
一
宇
山
西
福
寺
智
幢
房
安
政
五
戊
午
五
月
廿
九
日
智
幢
阿
闍
梨
ヨ
リ
拝
借
シ
テ
謄
写
了
／
願
勝
寺
資
快
淵
寛
淳
房
『
即
身
義
幼
學
鈔
』
一
冊
（
2
箱
106
）
は
、
萬
福
寺（
注
12
）の
蔵
本
で
あ
る
観
道
の
書
写
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
萬
福
寺
に
足
を
運
ん
で
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
書
写
し
た
『
出
家
大
意
鈔
』
二
冊
（
6
棚
23
、
9
棚
11
）
は
、
大
滝
山（
注
13
）に
寓
居
し
て
い
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
快
淵
上
人
が
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、『
方
除
御
守
』
一
冊
（
20
棚
3
）
の
奥
書
か
ら
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
九
月
に
は
来
福
寺（
注
14
）に
出
か
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
『
即
身
義
幼
學
鈔
』（
2
箱
106
）
〈
奥
書
〉（
前
略
）
慶
長
二
年
七
月
六
日
以
遍
照
光
院
御
本
写
之
了
／
三
藏
院
頼
慶
卅
五
（「
頼
慶
私
勘
」
省
略
）
天
保
二
歳
舎
辛
卯
新
秋
節
後
之
日
於
逍
遥
園
／
清
風
漫
々
北
窻
之
下
写
了
／
萬
福
密
寺
觀
道
字
秀
傳
萬
延
二
辛
酉
年
二
月
晦
日
以
萬
福
寺
本
書
写
之
了
／
求
法
末
資
快
渕
寛
淳
房
○
『
出
家
大
意
鈔
』（
6
棚
23
、
9
棚
11
）
〈
奥
書
〉
文
久
二
戌
年
夏
五
月
大
瀧
山
寓
居
之
砌
書
寫
了
／
阿
陽
城
北
勤
息
沙
門
寛
淳
（
花
押
）
○
『
方
除
御
守
』（
20
棚
3
）
〈
奥
書
〉
右
／
嘉
永
二
己
酉
年
秋
九
月
／
三
寶
院
傳
授
ノ
砌
／
隆
鎭
和
尚
ヨ
リ
授
畢
／
隆
祥
（
花
押
）
文
久
三
癸
亥
年
秋
以
九
月
二
十
有
七
日
於
／
顯
潮
山
來
福
密
寺
道
場
／
傳
燈
大
阿
闍
梨
耶
隆
祥
尊
師
ヨ
リ
授
畢
／
快
淵
（
花
押
）
こ
の
よ
う
に
、
快
淵
上
人
は
願
勝
寺
で
書
写
を
行
う
ほ
か
、
阿
波
国
内
の
各
地
の
寺
院
に
足
を
運
び
、
書
写
活
動
（
学
習
活
動
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
次
に
、
書
写
し
た
文
献
の
内
容
を
見
る
と
、
事
相
面
に
関
わ
る
文
献
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
書
写
『
字
觀
口
決
』『
阿
字
觀
類
集
』
の
ほ
か
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
書
写
『
方
除
御
守
』、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
書
写
『
授
菩
薩
戒
儀
』、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
書
写
『
大
師
口
決
』『
阿
字
觀
作
法
』
の
六
点
に
と
ど
ま
り
、
書
写
し
た
文
献
量
に
比
し
て
、
さ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
事
相
面
に
関
す
る
写
本
が
少
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
快
淵
上
人
が
事
相
面
の
文
献
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
次
掲
の
『
醍
聞
鈔
』
一
冊
（
17
棚
10
）
は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
十
九
歳
の
時
に
快
明
上
人
の
命
を
受
け
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
写
し
終
え
た
文
献
は
快
明
上
人
の
所
持
本
と
な
っ
た
だ
ろ
う
が
、
書
写
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
本
書
を
読
み
通
す
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
○
『
醍
聞
鈔
』（
17
棚
10
）
〈
奥
書
〉
於
上
酉
酉
東
坊
今
ノ
光
臺
院
也
受
師
主
弘
鑁
之
御
口
決
記
之
者
也
／
和
州
三
輪
大
智
院
／
資
良
英
元
亀
元
庚
午
十
一
月
十
五
日
於
東
大
寺
蓮
乘
院
書
之
／
入
寺
寅
清
寶壺山願勝寺における僧侶の修学と書写・所持文献 ――義剛上人・快明上人・快淵上人を取り上げて――
―３３６―
文
政
十
一
年
正
月
初
二
日
挍
合
畢
／
末
資
隆
鎭
嘉
永
三
年
庚
酉
正
月
写
之
一
挍
畢
／
智
幢
嘉
永
五
壬
子
二
月
廿
五
日
令
小
弟
寛
淳
房
寫
之
畢
／
願
勝
寺
主
快
明
ま
た
、
快
明
上
人
の
書
写
（
あ
る
い
は
所
持
）
し
た
本
を
譲
り
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
文
献
と
し
て
、
い
ず
れ
も
表
紙
に
快
淵
上
人
の
署
名
を
有
す
る
『
字
觀
』
一
冊
（
1
箱
6
）、『
玄
秘
鈔
』
四
冊
（
1
箱
215
、
4
箱
26
、
4
箱
42
）、『
諸
尊
要
抄
』
八
冊
（
1
箱
213
、
4
箱
7
、
4
箱
29
、
4
箱
40
）、『
通
用
字
輪
觀
』
一
冊
（
1
箱
37
）
が
あ
る
。
○
『
字
觀
』（
1
箱
6
）
〈
奥
書
〉（
前
略
）
天
保
十
二
丑
初
夏
中
旬
／
於
于
南
山
北
室
院
槐
林
書
之
畢
／
仏
子
／
徳
淳
房
乞
士
〈
朱
印
〉「
阿
北
／
願
勝
密
寺
／
法
印
快
淵
」（
単
郭
長
方
印
、
表
紙
）
〈
墨
書
〉「
阿
陽
／
清
閑
院
快
淵
／
所
有
（
印
）」（
表
紙
）
○
『
玄
秘
鈔
』（
1
箱
215
、
4
箱
26
、
4
箱
42
）
〈
卷
一
奥
書
・
4
箱
26
〉
（
前
略
）
嘉
永
元
龍
集
戊
申
五
月
廿
二
日
／
願
勝
寺
現
主
／
快
明
／
寫
之
畢
「
朱
押
紙
等
了
」（
朱
）
〈
墨
書
〉「
快
明
資
／
快
淵
有
」（
表
紙
）
「
快
明
」（
扉
）
○
『
諸
尊
要
抄
』（
1
箱
213
、
4
箱
7
、
4
箱
29
、
4
箱
40
）
〈
卷
二
奥
書
・
1
箱
213
〉
（
前
略
）
嘉
永
元
戊
申
八
月
日
令
人
寫
／
願
勝
寺
現
主
法
印
快
明
〈
墨
書
〉「
快
明
資
／
快
淵
有
」（
表
紙
）
○
『
通
用
字
輪
觀
』（
1
箱
37
）
〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）
〈
朱
印
〉
①
「
阿
北
／
願
勝
密
寺
／
法
印
快
淵
」（
単
郭
長
方
印
、
表
紙
）
②
「
寛
淳
」（
双
郭
方
印
、
表
紙
）
〈
墨
書
〉「
快
明
」（
表
紙
）
「
今
ハ
嗣
弟
／
快
淵
有
（
印
①
②
）」（
表
紙
）
『
授
菩
薩
戒
儀
』
一
冊
（
11
棚
19
）
は
、
前
表
紙
に
「
願
勝
寺
現
主
／
快
淵
」
と
墨
書
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
奥
書
を
有
す
る
。
○
『
授
菩
薩
戒
儀
』（
11
棚
19
）
〈
奥
書
〉
安
永
八
年
己
亥
歳
夏
五
十
三
日
以
／
「
阿
遮
梨
耶
」（
別
筆
）密
門
之
本
書
寫
畢
四
歳
苾
蒭
戒
謹
謹
嘉
永
五
壬
子
二
月
十
二
日
智
幢
老
師
之
以
書
寫
之
本
令
小
弟
敬
淳
謄
寫
了
／
願
勝
寺
主
「
快
淵
」（
別
筆
）
奥
書
の
「
快
淵
」
は
「
安
永
八
年
…
願
勝
寺
主
」
と
は
別
筆
で
あ
り
、「
快
淵
」
は
も
と
の
署
名
を
擦
り
消
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
擦
り
消
さ
れ
た
元
の
名
前
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
嘉
永
五
年
当
時
の
願
勝
寺
住
持
は
快
明
上
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
々
は
「
願
勝
寺
主
快
明
」
と
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。快
淵
上
人
が
快
明
上
人
か
ら
譲
り
受
け
、願
勝
寺
住
持
を
嗣
い
で
か
ら
、
自
ら
の
名
を
署
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
は
、
次
第
本
文
の
道
場
・
日
付
が
記
さ
れ
る
部
分
に
「
阿
州
美
馬
郡
大
字
郡
里
村
寶
壺
山
願
勝
寺
戒
道
場
ニ
シ
テ
」「
明
治
廿
七
年
陰
暦
七
月
十
二
日
」
と
い
う
墨
書
付
箋
（
快
淵
上
人
の
筆
跡
で
あ
る
と
見
え
る
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
七
年
に
授
戒
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
本
書
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。快
淵
上
人
の
事
相
面
に
関
わ
る
書
写
本
が
少
な
い
の
は
、
師
で
あ
る
快
明
上
人
の
書
写
本
を
譲
り
受
け
、
そ
れ
ら
の
文
献
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
事
相
面
の
学
習
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
義
剛
上
人
の
書
写
し
た
文
献
と
、
快
明
上
人
の
書
写
し
た
文
献
、
さ
ら
に
快
淵
上
人
の
書
写
し
た
文
献
の
三
者
の
間
に
重
複
が
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
快
淵
上
人
は
、
快
明
上
人
か
ら
譲
り
受
け
た
写
本
だ
け
で
は
な
く
、
義
剛
上
人
な
ど
、
代
々
の
先
師
が
遺
し
た
写
本
に
も
目
を
通
し
、
自
ら
の
事
相
面
の
学
習
に
利
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
師
の
遺
し
た
写
本
を
読
み
つ
つ
、
新
た
な
（
異
な
る
）
文
献
を
転
写
補
充
す
る
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
願
勝
寺
（
修
学
の
場
）
に
は
、
重
複
す
る
こ
と
な
く
多
様
で
豊
富
な
事
相
面
の
写
本
（
学
習
材
）
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
薄
双
紙
』
所
収
の
個
々
の
供
養
法
な
ど
に
つ
い
て
は
重
複
し
て
伝
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
傳
法
灌
頂
・
一
流
伝
授
な
ど
の
儀
式
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
重
複
の
有
無
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
な
お
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
事
相
面
に
関
す
る
写
本
が
少
な
い
反
面
、
快
淵
上
人
は
、
多
く
の
教
相
面
の
学
習
に
関
わ
る
写
本
を
遺
し
て
い
る
。
ま
ず
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
五
月
に
は
『
理
趣
經
』
に
関
す
る
学
習
に
専
念
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、『
理
趣
經
開
題
同
末
鈔
目
録
』
一
冊
（
14
棚
18
）、『
理
趣
原 卓 志
―３３７―
經
文
前
義
門
分
別
』
一
冊
（
7
棚
32
）、『
理
趣
經
文
前
分
別
』
一
冊
（
2
箱
26
）
を
書
写
し
て
い
る
。
奥
書
や
署
名
は
な
い
が
、『
理
趣
經
分
科
全
宜
然
師
』
一
冊
（
7
棚
33
）
も
筆
跡
か
ら
見
て
、
万
延
元
年
の
写
本
と
一
具
の
も
の
で
は
な
い
か
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
が
当
た
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
宜
然
を
能
化
と
し
て
万
延
元
年
に
開
講
さ
れ
た
講
伝
を
聴
講
し
た
際
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
同
年
五
月
初
旬
に
は
『
眞
言
名
目
』
一
冊
（
13
棚
15
）
を
書
写
し
て
い
る
。
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
二
月
に
は
万
福
寺
に
て
観
道
の
書
写
本
か
ら
『
即
身
義
幼
學
鈔
』
一
冊
（
2
箱
106
）、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
五
月
に
は
、
大
滝
山
で
『
出
家
大
意
鈔
』
二
冊
（
6
棚
23
、
9
棚
11
）、
聖
雄
の
書
写
本
か
ら
『
即
身
義
科
目
』
一
冊
（
2
箱
47
）、
閏
八
月
に
は
同
じ
く
聖
雄
の
書
写
本
か
ら
『
二
教
論
玄
談
』
一
冊
（
13
棚
7
）
を
書
写
し
て
い
る
。
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
は
梵
字
の
手
習
い
の
た
め
に
『
悉
曇
字
母
』
一
冊
（
6
棚
25
）
を
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
延
元
年
か
ら
文
久
三
年
ま
で
は
、
積
極
的
に
教
相
面
の
学
習
に
関
わ
る
文
献
の
書
写
を
行
っ
て
い
る
。
文
久
三
年
十
月
に
願
勝
寺
住
持
を
嗣
い
で
か
ら
は
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
の
『
大
法
事
過
去
帳
』
一
冊
（
14
棚
24
）、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
『
浄
財
喜
捨
法
名
施
主
名
』
一
冊
（
3
箱
51
）、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
の
『
授
菩
薩
戒
名
面
簿
』
一
冊
（
6
箱
7
）
の
よ
う
な
住
職
・
授
戒
の
師
と
し
て
の
職
務
に
関
わ
る
文
献
が
遺
さ
れ
る
ほ
か
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
の
『
正
風
俳
諧
案
方
之
七
名
舞
附
方
々
八
體
并
證
句
』
一
冊
（
13
棚
17
）、『
正
風
俳
諧
式
』
一
冊
（
1
箱
31
）
の
よ
う
な
趣
味
の
俳
諧
に
関
す
る
文
献
を
書
き
著
し
て
い
る
。
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
に
は
再
び
、
密
恵
を
能
化
と
し
て
開
講
さ
れ
た
『
理
趣
經
』
の
講
伝
を
聴
講
し
た
よ
う
で
、『
理
趣
經
分
科
』
一
冊
（
2
箱
55
）
を
遺
し
て
い
る
。
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
願
勝
寺
住
持
を
辞
し
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
に
書
写
さ
れ
た
『
見
聞
隨
身
録
』
一
冊
（
2
箱
108
）、『
隨
聞
記
』
一
冊
（
2
箱
68
）
は
、『
阿
字
觀
』
の
講
伝
を
聴
講
し
た
際
の
聞
書
き
で
あ
り
、『
律
園
清
規
』
一
冊
（
15
棚
3
）
も
講
演
の
聞
書
き
で
あ
る
。『
律
園
清
規
』
の
表
紙
墨
書
に
は
「
廿
八
年
陰
六
月
十
七
日
／
御
門
跡
御
口
拝
聴
者
快
淵
」
と
あ
る
の
み
で
、
誰
の
講
義
を
聴
講
し
た
の
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
律
園
清
規
』
の
著
者
で
あ
る
栄
厳
が
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
か
ら
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
ま
で
仁
和
寺
門
跡
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
栄
厳
自
ら
行
っ
た
講
義
を
聴
講
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
栄
厳
が
高
野
山
で
『
阿
字
觀
』
を
修
し
た（
注
15
）こ
と
か
ら
、
同
年
の
『
見
聞
隨
身
録
』『
隨
聞
記
』（
い
ず
れ
も
『
阿
字
觀
』
に
関
す
る
聞
書
き
）
も
栄
厳
の
講
義
を
聴
講
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
七
十
三
歳
の
時
に
は
『
理
趣
經
曼
荼
羅
略
圖
理
趣
經
十
七
尊
義
述
』
一
冊
（
2
箱
31
）
を
書
写
し
て
い
る
。教
相
面
に
関
係
す
る
文
献
が
書
写
さ
れ
た
時
期
を
見
る
と
、
願
勝
寺
住
持
の
職
を
嗣
い
だ
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
十
月
以
前
と
、
辞
し
た
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
以
降
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
願
勝
寺
住
持
と
し
て
の
日
々
の
職
務
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
願
勝
寺
の
外
へ
足
を
運
び
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
講
伝
を
聴
講
し
た
り
、
他
寺
に
し
ば
ら
く
逗
留
し
て
、
文
献
を
書
写
す
る
こ
と
を
通
し
て
学
習
す
る
よ
う
な
暇
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
快
淵
上
人
が
書
写
し
た
文
献
の
ほ
か
に
、
他
の
僧
侶
が
書
写
し
た
り
所
持
し
て
い
た
写
本
を
譲
り
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。
元
の
持
ち
主
（
元
の
所
蔵
寺
院
）
ご
と
に
ま
と
め
て
掲
げ
る（
注
16
）（
快
明
上
人
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
五
点
に
つ
い
て
は
前
出
に
つ
き
省
略
す
る
）。
快
応
成
々
道
人
（
一
点
）
…
『
雅
俗
狂
詠
談
草
」
一
冊
（
4
棚
8
）
覚
芽
（
二
点
）
…
『
即
身
義
補
闕
問
題
』
四
冊
（
7
箱
3
）、『
般
若
心
經
秘
鍵
問
題
」
二
冊
（
13
棚
38
、
20
棚
23
）
寛
悟
（
一
点
）
…
『
神
宮
秘
傳
問
答
』
一
冊
（
17
棚
33
）
深
亮
（
一
点
）
…
『
悉
曇
字
記
講
用
』
一
冊
（
7
箱
6
）
泰
雄
（
一
点
）
…
『
眞
言
宗
法
衣
之
事
』
一
冊
（
8
棚
Ｂ
16
）
琢
心
房
（
一
点
）
…
『
宗
義
論
手
帳
』
一
冊
（
1
箱
15
）
鉄
周
（
一
点
）
…
『
即
身
義
開
蒙
捷
圖
』
一
冊
（
14
棚
23
）
宥
長
（
一
点
）
…
『
作
法
集
口
訣
』
一
冊
（
7
箱
18
）
龍
環
哲
応
房
（
一
一
点
）
…
『
吽
字
義
問
題
』
二
冊
（
12
棚
8
）、『
伽
陀
假
博
士
』
一
冊
（
16
棚
11
）、『
言
屑
談
塵
記
』
一
冊
（
2
箱
49
、
3
箱
34
）、『
釋
摩
訶
衍
論
義
立
集
目
次
』
一
冊
（
2
棚
27
）、『
遮
那
經
王
疏
傳
』
一
冊
（
1
箱
13
）、『
十
地
仏
果
』
一
冊
（
20
棚
5
）、『
宿
曜
要
訣
』
一
冊
（
13
棚
44
）、『
即
身
成
佛
義
問
題
』
二
冊
（
6
棚
16
）、『
秘
藏
寶
鑰
卷
上
問
題
』
二
冊
（
12
棚
3
）、『
菩
提
心
論
三
摩
地
段
抄
』
一
冊
（
4
棚
7
）、
『
菩
提
心
論
不
忘
録
』
一
冊
（
17
棚
5
）
隆
祥
（
二
点
）
…
『
悉
曇
十
八
章
双
紙
』
一
冊
（
5
箱
10
）、『
方
除
御
守
』
一
冊
（
20
棚
3
）
隆
（
一
点
）
…
『
宿
曜
經
并
暦
象
徧
科
文
』
一
冊
（
17
棚
14
）
大
滝
山
（
一
点
）
…
『
渭
水
聞
見
録
抜
書
』
一
冊
（
2
箱
103
）
明
王
寺
（
一
点
）
…
『
秘
密
要
鑑
』
一
冊
（
15
棚
21
）
寶壺山願勝寺における僧侶の修学と書写・所持文献 ――義剛上人・快明上人・快淵上人を取り上げて――
―３３８―
不
明
（
一
点
）
…
『
刊
律
攝
序
之
引
據
同
附
言
引
據
同
字
考
」
一
冊
（
1
箱
34
）
『
作
法
集
口
訣
』『
方
除
御
守
』
の
よ
う
な
事
相
面
の
学
習
に
関
す
る
文
献
も
含
ま
れ
る
が
、
多
く
は
教
相
面
の
学
習
に
関
す
る
文
献
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
龍
環
哲
応
房
の
書
写
・
所
持
し
た
文
献
が
一
一
点
と
多
い
こ
と
に
は
注
目
さ
れ
る
。
龍
環
の
書
写
・
所
持
し
た
文
献
は
、
右
の
一
一
点
の
ほ
か
に
、
二
五
点
が
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。
龍
環
哲
応
房
が
書
写
し
た
文
献
で
、
年
代
の
最
も
新
し
い
も
の
が
、
慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
閏
四
月
廿
八
日
書
写
の
『
大
阿
羅
漢
難
提
蜜
多
羅
法
住
記
』
一
冊
（
20
棚
11
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
應
四
年
以
降
に
、
こ
れ
ら
龍
環
哲
応
房
の
書
写
・
所
持
本
を
ま
と
め
て
譲
り
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
三
六
点
に
の
ぼ
る
龍
環
哲
応
房
の
書
写
（
所
持
）
本
の
う
ち
、
右
の
一
一
点
に
対
し
て
快
淵
上
人
が
署
名
し
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
の
所
為
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
意
図
的
な
所
為
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
署
名
さ
れ
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
快
淵
上
人
が
手
に
取
っ
て
読
ん
だ
（
学
習
し
た
）
文
献
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
快
淵
上
人
の
書
写
し
た
も
の
か
、
譲
り
受
け
た
も
の
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
快
淵
上
人
の
所
持
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
写
本
が
四
三
点
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、『
字
觀
法
要
』
一
冊
（
1
箱
4
）、『
胎
藏
界
加
行
作
法
』
一
通
（
1
箱
95
）、『
秘
事
折
紙
』
三
冊
（
5
棚
29
、
1
箱
45
）
の
よ
う
な
事
相
関
係
の
文
献
を
含
み
つ
つ
、
教
相
関
係
で
は
『〔
天
廬
上
人
述
〕
眞
言
安
心
小
鏡
禪
要
餘
稿
』
一
冊
（
10
箱
18
）、『
二
乘
行
果
大
綱
之
説
』
一
冊
（
7
棚
39
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
『
聲
明
集
私
案
記
』
二
冊
（
14
棚
11
、
2
箱
76
）、『
唯
密
聲
明
諸
家
口
傳
之
事
』
一
冊
（
1
箱
38
）
な
ど
の
声
明
に
関
す
る
文
献
や
、『
悉
曇
考
試
秘
鈔
』
一
冊
（
1
箱
23
）、『
悉
曇
字
記
聞
誌
』
二
冊
（
3
箱
40
）
な
ど
の
悉
曇
関
係
の
文
献
、『
八
幡
大
菩
薩
縁
起
』
一
冊
（
15
棚
35
）、『
音
韻
秘
用
録
』
一
冊
（
10
箱
16
）、『
家
相
秘
』
一
冊
（
3
箱
48
）
の
よ
う
な
縁
起
、
音
韻
、
相
法
に
関
わ
る
文
献
も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
快
淵
上
人
の
署
名
が
あ
る
一
五
九
点
の
板
本
に
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
板
本
に
は
経
典
類
、
そ
の
注
釈
書
や
宗
義
に
関
す
る
解
説
書
、
悉
曇
・
声
明
関
係
書
、
高
僧
の
伝
記
・
寺
院
縁
起
な
ど
の
仏
教
に
関
す
る
文
献
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、漢
籍
や
中
国
・
日
本
漢
詩
文
集
、医
学
や
建
築
関
係
書
に
い
た
る
ま
で
、
実
に
様
々
な
分
野
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
。
学
習
の
た
め
に
願
勝
寺
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
住
持
時
代
、
他
の
僧
侶
か
ら
譲
り
受
け
た
こ
れ
ら
の
写
本
や
、
様
々
な
分
野
の
板
本
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
快
淵
上
人
は
、
幅
広
い
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
、
学
問
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
献
群
か
ら
、
僧
侶
と
し
て
事
相
面
・
教
相
面
に
熟
達
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
代
表
す
る
教
養
人
で
あ
っ
た
快
淵
上
人
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る（
注
17
）。
お
わ
り
に
願
勝
寺
に
伝
存
さ
れ
る
文
献
を
資
料
と
し
、
願
勝
寺
中
興
十
六
世
義
剛
上
人
、
二
十
世
快
明
上
人
、
二
十
一
世
快
淵
上
人
の
三
人
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
学
状
況
を
考
察
し
た
。
資
料
の
制
限
か
ら
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
活
動
に
つ
い
て
年
次
を
追
っ
て
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
書
写
活
動
の
場
所
や
背
景
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
え
た
。
ま
た
、
書
写
し
た
文
献
の
内
容
の
分
析
か
ら
、
寺
院
に
お
け
る
事
相
面
の
学
習
に
関
わ
る
文
献
（
写
本
）
の
蓄
積
が
、
そ
の
後
の
僧
侶
の
事
相
面
に
関
わ
る
文
献
の
書
写
活
動
や
、
教
相
面
で
の
修
学
に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。今
後
は
、
願
勝
寺
以
外
の
寺
院
に
お
い
て
活
躍
し
た
僧
侶
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
願
勝
寺
の
事
例
と
比
較
考
察
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
僧
侶
同
士
の
交
流
実
態
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
明
の
た
め
に
は
、
個
々
の
寺
院
に
遺
さ
れ
た
写
本
・
板
本
に
つ
い
て
一
点
一
点
調
査
し
、
目
録
・
索
引
を
作
成
す
る
な
ど
、
手
間
と
時
間
を
要
す
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
近
世
か
ら
明
治
時
代
に
至
る
僧
侶
の
動
的
な
修
学
実
態
の
描
出
を
目
指
し
て
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
注
（
1
）
以
下
、
願
勝
寺
の
伝
存
文
献
に
つ
い
て
の
引
用
等
は
、『
寶
壺
山
願
勝
寺
所
蔵
文
献
目
録
』（
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
平
川
恵
実
子
編
、
平
成
二
十
四
年
三
月
）
を
基
に
述
べ
る
。
伝
存
文
献
中
に
書
写
本
・
所
持
本
を
遺
し
た
願
勝
寺
住
持
は
、
取
り
上
げ
た
三
人
の
ほ
か
に
次
の
五
人
が
あ
る
。
伝
存
文
献
名
と
と
も
に
掲
げ
る
。
七
世
勢
儀
上
人
…
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
十
一
月
遷
化
『
高
野
大
師
行
状
圖
畫
』（
7
棚
15
）
板
本
『
破
邪
顯
正
記
』（
8
棚
Ｂ
12
、
17
棚
11
）
板
本
八
世
義
洞
上
人
…
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
三
月
遷
化
『
光
明
眞
言
經
鈔
』（
2
棚
30
）
板
本
『
行
法
肝
葉
鈔
』（
11
棚
23
）
板
本
原 卓 志
―３３９―
『
憲
寓
言
鈔
』（
8
箱
13
）
写
本
《
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
書
写
》
九
世
宥
専
上
人
…
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
五
月
遷
化
『
古
佛
修
幅
撥
遣
勸
請
表
白
』（
4
箱
64
）
写
本
《
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
書
写
》
『
弥
勒
法
』（
4
箱
65
）
写
本
『
西
谷
名
目
』（
角
Ⅰ
箱
5
）
板
本
『
遺
跡
講
式
舎
利
講
式
』（
角
Ⅱ
箱
17
）
板
本
十
八
世
快
導
上
人
…
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
二
月
遷
化
『
明
牌
霊
名
記
』（
8
棚
Ｂ
18
）
写
本
『
憲
深
方
傳
授
私
目
録
』（
2
箱
13
）
写
本
十
九
世
快
遵
上
人
…
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
七
月
遷
化
『
飜
譯
名
義
集
』（
7
棚
2
）
板
本
（
2
）
願
勝
寺
伝
存
の
位
牌
に
よ
る
。
位
牌
に
は
「
權
大
僧
都
法
印
義
應
覺
位
」「
寛
政
二
庚
戌
年
五
月
十
七
日
」
と
あ
る
。
（
3
）
願
勝
寺
伝
存
の
位
牌
に
よ
る
。
位
牌
に
は
「
大
阿
闍
梨
義
剛
上
人
不
生
位
」「
寛
政
十
一
未
年
／
七
月
晦
日
」
と
あ
る
。
（
4
）『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』（『
續
真
言
宗
全
書
』
第
三
十
五
、
續
真
言
宗
全
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
）
所
収
の
『
成
蓮
院
歴
代
先
師
名
簿
』
に
は
、「
前
權
少
僧
都
見
心
」
と
し
て
「
文
政
二
年
己
卯
十
二
月
廿
五
日
入
寂
。
師
初
號
興
雄
龍
遍
房
。
後
改
見
心
正
等
。
當
國
伊
都
郡
神
野
邑
之
人
。
元
文
二
年
從
于
當
院
快
雄
遮
梨
薙
染
受
戒
焉
。（
以
下
略
）」
と
あ
る
。
（
5
）
栄
鑁
に
つ
い
て
は
、
注
（
4
）
文
献
所
収
『
北
室
院
歴
代
系
譜
寫
』
に
「
阿
闍
梨
榮
鑁
順
識
房
／
武
州
之
産
人
也
。
天
明
五
乙
巳
年
八
月
十
八
日
入
寂
」
と
あ
る
。
（
6
）
吉
田
寛
如
編
著
、『
正
興
寺
』（
正
興
寺
開
創
二
百
五
十
周
年
記
念
会
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
）
に
よ
る
。
（
7
）「
宝
福
寺
」
は
、
現
在
の
徳
島
市
川
内
町
鶴
島
の
宝
福
寺
を
い
う
。
山
号
・
院
号
を
鶴
頭
山
・
普
門
院
と
い
う
。
（
8
）
真
明
が
阿
波
で
書
写
し
た
後
、
本
書
を
持
っ
て
高
野
山
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
9
）
願
勝
寺
伝
存
の
位
牌
に
は
、「
傳
燈
大
阿
遮
梨
法
印
快
明
上
人
」「
慶
応
三
丁
卯
年
／
九
月
廿
八
日
寂
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
諸
尊
要
抄
』
卷
四
（
4
箱
7
）
の
奥
書
に
は
「
嘉
永
二
己
酉
歳
六
月
中
旬
書
写
之
了
／
法
印
快
明
生
廿
八
―
」
と
あ
り
、『
金
剛
界
發
慧
抄
』
卷
上
（
2
箱
1
）
の
奥
書
か
ら
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
三
十
一
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
10
）
宝
積
寺
に
つ
い
て
は
、『
三
寶
院
幸
心
方
傳
受
記
』
一
冊
（
17
棚
21
）
の
本
奥
書
に
「
文
化
二
丙
寅
春
正
月
良
辰
以
高
野
山
慈
光
／
院
藏
本
労
弟
子
速
成
房
令
書
寫
挍
合
之
焉
／
東
豫
川
ノ
江
宝
積
寺
住
侶
英
峯
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
所
在
が
わ
か
る
。
ま
た
英
峯
の
仮
名
は
妙
嚴
房
で
あ
り
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
に
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
金
剛
界
發
慧
抄
』
卷
上
（
2
箱
1
）
の
奥
書
か
ら
わ
か
る
。
（
11
）
願
勝
寺
伝
存
の
位
牌
に
は
、「
少
僧
正
法
印
快
淵
大
和
尚
」「
佐
伯
快
淵
能
書
家
号
松
堂
南
田
／
明
治
四
十
一
年
旧
五
月
十
五
日
遷
化
／
享
年
七
十
五
嗣
法
快
琳
」
と
あ
る
。
（
12
）
萬
福
寺
は
、
現
在
の
那
賀
郡
那
賀
町
（
旧
相
生
町
）
延
野
に
あ
り
、
山
号
を
円
明
山
と
称
す
。
（
13
）
大
滝
山
は
、
現
在
の
徳
島
市
寺
町
に
あ
っ
た
持
明
院
を
い
う
。
（
14
）
顕
潮
山
来
福
寺
は
、
現
在
の
徳
島
市
寺
町
に
あ
る
紫
雲
山
来
福
寺
を
い
う
。
古
く
は
山
号
を
顕
潮
山
と
称
し
た
。
快
淵
上
人
は
、
文
久
三
年
九
月
二
十
六
日
に
隆
祥
か
ら
『
悉
曇
十
八
章
双
紙
』
一
冊
（
5
箱
10
）
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
来
福
寺
で
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
15
）
栄
厳
が
高
野
山
で
『
阿
字
觀
』
を
修
し
た
こ
と
は
、『
密
教
大
辭
典
縮
刷
版
』（
法
蔵
館
、
平
成
十
九
年
十
月
縮
刷
版
第
十
刷
）
に
よ
る
。
（
16
）
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
に
つ
い
て
、
奥
書
な
ど
か
ら
知
り
得
る
情
報
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
快
応
…
『
真
俗
狂
詠
雜
談
』（
16
棚
23
）
の
表
紙
に
は
「
成
々
道
人
快
應
記
」
の
墨
書
が
あ
り
、「
空
々
庵
成
々
道
人
快
應
録
記
／
愚
老
九
十
歳
草
稿
也
／
明
治
十
一
年
戊
寅
二
月
吉
祥
日
夜
燈
下
書
」
の
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
、「
于
時
天
保
十
二
年
辛
丑
初
春
吉
辰
空
々
庵
成
々
道
人
快
應
／
草
稿
」
の
奥
書
を
有
す
る
『
五
時
説
相
夜
話
』（
2
棚
24
）
の
内
題
下
に
「
快
應
大
成
房
記
」
と
あ
る
。
覚
芽
…
『
般
若
心
經
秘
鍵
問
題
』（
13
棚
38
、
20
棚
23
）
の
表
紙
に
「
永
照
院
覺
芽
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
寛
悟
…
『
神
宮
秘
傳
問
答
』（
17
棚
33
）
の
表
紙
に
「
寛
悟
之
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
深
亮
…
『
悉
曇
字
記
講
用
』（
7
箱
6
）
の
内
題
下
に
「
深
亮
」
の
朱
印
が
あ
り
、
表
紙
寶壺山願勝寺における僧侶の修学と書写・所持文献 ――義剛上人・快明上人・快淵上人を取り上げて――
―３４０―
に
「
深
亮
」
の
墨
書
が
あ
る
。
ま
た
、「
享
保
元
年
霜
月
下
旬
和
州
東
安
堵
／
覺
城
阿
闍
梨
字
記
講
談
之
砌
書
／
寫
之
了
沙
門
深
亮
廿
一
才
」
の
奥
書
が
あ
る
。
泰
雄
…
『
眞
言
宗
法
衣
之
事
』（
8
棚
Ｂ
16
）
の
表
紙
に
「
大
滝
山
／
泰
雄
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
琢
心
房
…
『
宗
義
論
手
帳
』（
1
箱
15
）
の
遊
紙
表
に
「
金
剛
佛
子
琢
心
房
求
之
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
鉄
周
…
『
即
身
義
開
蒙
捷
圖
』（
14
棚
23
）
の
奥
書
「
貞
享
三
丙
寅
年
仲
冬
日
書
寫
之
了
沙
門
智
光
（
印
）」
の
部
分
に
「
鉄
周
」
の
朱
印
が
あ
る
。
宥
長
…
『
作
法
集
口
訣
』（
7
箱
18
）
奥
書
に
「
右
正
徳
五
乙
未
之
春
以
普
雄
師
御
本
倉
卒
／
寫
之
了
阿
陽
於
德
府
寺
町
來
福
寺
會
下
宥
長
／
寫
」
と
あ
り
、
表
紙
・
扉
に
「
宥
長
」
の
墨
書
が
あ
る
。
龍
環
哲
応
房
…
『
宿
曜
要
訣
』（
13
棚
44
）
の
最
終
丁
裏
に
「
阿
陽
名
西
郡
高
原
村
平
安
山
寶
光
寺
／
苾
芻
龍
寶
末
資
沙
弥
龍
環
藏
書
」の
墨
書
、
表
紙
・
序
題
下
に「
龍
環
藏
」
の
朱
印
が
あ
る
。『
伽
陀
假
博
士
』（
16
棚
11
）
に
は
、「
維
時
慶
應
第
三
丁
卯
年
十
月
拝
寫
了
／
哲
應
」
の
奥
書
が
あ
り
、
表
紙
に
「
醫
光
院
／
龍
環
」、
扉
に
「
醫
光
院
／
龍
環
哲
應
藏
」
の
墨
書
が
あ
る
。『
悉
曇
聞
書
』（
20
棚
2
）
に
は
「
安
政
四
丁
巳
歳
八
月
中
院
改
之
／
名
西
郡
高
原
村
／
寶
光
寺
會
下
哲
應
之
所
持
／
十
七
才
之
時
」
の
奥
書
が
あ
り
、
表
紙
に
「
龍
環
藏
」
の
朱
印
が
あ
る
。
隆
祥
…
『
悉
曇
十
八
章
双
紙
』（
5
箱
10
）
の
奥
書
に
「
授
與
快
淵
大
士
畢
／
文
久
三
年
癸
亥
九
月
二
十
六
日
／
傳
授
隆
祥
（
花
押
）」
と
あ
る
。
隆
…
『
宿
曜
經
并
暦
象
徧
科
文
』（
17
棚
14
）
の
表
紙
に
「
隨
心
院
隆
」
の
墨
書
、
扉
題
下
に
「
隆
持
」
の
墨
書
が
あ
る
。
大
滝
山
（
持
明
院
）
…
『
渭
水
聞
見
録
抜
書
』（
2
箱
103
）
の
表
紙
に
「
大
滝
山
不
出
」
の
墨
書
が
あ
る
。
明
王
寺
…
『
秘
密
要
鑑
』（
15
棚
21
）
の
序
題
右
傍
、
最
終
丁
に
「
阿
圀
德
嶋
／
明
王
密
寺
」
の
朱
印
が
あ
る
。
現
在
の
徳
島
市
中
前
川
町
に
所
在
す
る
。
山
号
・
院
号
を
如
意
宝
山
・
大
勝
院
と
称
す
。
（
17
）『
權
少
僧
正
佐
伯
快
淵
履
歴
』
の
「
興
隆
」
の
項
目
に
は
「
佛
具
書
籍
凡
三
百
円
」
の
記
載
が
あ
る
。「
三
百
円
」の
う
ち
の
い
く
ら
が
書
籍
の
代
金
と
し
て
支
出
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
、
ど
の
よ
う
な
書
籍
を
購
入
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
快
淵
上
人
が
書
籍
購
入
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）、
課
題
番
号
・
二
二
五
二
〇
四
七
一
）「
国
語
史
資
料
・
学
習
史
資
料
開
発
の
た
め
の
近
世
地
方
寺
院
伝
存
文
献
の
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
、
原
卓
志
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
寶
壺
山
願
勝
寺
住
職
、
津
田
篁
史
様
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、長
期
間
に
わ
た
る
調
査
に
対
し
て
、さ
ま
ざ
ま
に
御
厚
情
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
原 卓 志
―３４１―
Hokozan Ganshoji Temple（寶壺山願勝寺）possesses more than1，000 documentary records published or tran-
scribed between the Edo Period through Meiji Period. These documentary records are the learning materi-
als as well as the record of their learning, transcribed and read deeply through successive generations by
chief priests and disciples at Ganshoji Temple.
In this article, I focus on three chief priests, namely Gigo（義剛）, Kaimyo（快明）and Kaien（快淵）, who
left considerable number of books of transcription and of own possession. Using their transcribed books as
sources, I will examine their transcription activities chronologically to analyze the place and context of
transcription activities. Then based on the analysis and comparison of contents of transcribed documentary
records, I argue that accumulation of documentary records on practical learning on the Buddhism has in-
fluenced not only subsequent transcribing activities on the practical aspect of the Buddhism but also learn-
ing on theoretical aspect of the Buddhism. I shed light on a few aspects of the learning by the three
chief priests on the basis of the contents of books of their possession.
Learning, transcription and possession of documentary records
by Buddhist priests at Hokozan− Ganshoji Temple :
――With special focus on the Venerable Gigo, the Venerable Kaimyo, and the Venerable Kaien――
HARA Takuji
―３４２―
